
ス トックのセル成堅育苗における八重鑑別向上技術

(園試高冷地開発センター)

,背 景 とね らい

本県のス トックは施設利用型の重点品 目として栽培 されてお り、秋冬期出荷作型 を中心に生産

振興が図 られているが、ス トックの高品質生産のためには、育首技術の向上による良首育成が課

題である。これ までのス トックの育苗は箱育首が基本であつたが、省力化を目的 としてセル成型

育苗が導入されてきている。 しか し、育首培地の選定や八重鑑別方法によっては鑑別率が低下す

るな どの問題が発生 している。そこで、セル成型育首における八重鑑別向上技術について検討 し

て きたところ成果が得 られたので参考に供する。

.技 術の内容

1 )セ ル成型育苗での八重鮪別向上技術

( 1 )ス トックのセル成型育首におけるセル トレイは合成樹脂製のセル容量 1 5 m l程 度の2 0 0

穴程度が適 する。

( 2 )千 葉の菜色が没 くな りすぎると八重鑑別が困難 とな るため、育昔培地の窒素施用量は培地

1【ル当 り1 0 0～1 4 0 m  g程度 とする。

育苗培地 としてはセル苗専用培土 N 1 0 0、 メ トロミツクス3 6 0とセル苗専用培土 N 2 2 0を 等

量混合 した培地、メ トロミックス3 6 0に細粒被覆燐硝安加里 4 0日 タイプを増地 1  l L当り 1

～ 2 g施 用 した培地が適する。

( 3 )は 種粒数 は 4～ 5粒 とする。

( 4 )八 重鑑別は子奨ルせ開期に子葉の形、葉色を目安 として重点的に行 う。発芽揃 い後
～子策展

開期の間に 1回 めの館別 を行 うが、発芽勢、出の大きさで鑑別 し、セル当 り3本 程度残 るよ

うに行 う。定植前に葉柄の形で鑑別 を行 うことによ りさ らに八重率が向上tする。

<八 重鑑 別 の手順 >

八重鑑別 1回 め 八重鑑別 2回 め (最重点 ) 八 重鑑別 3回 め
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( 5 ) 育 首期間は 1 8～ 2 0 日 (本葉 2～ 2 . 5 枚 )程 度 とし、遅れないように定植する。

2 )適 応地域     県 下全城

3 ,指 導上の留意事項

1 )八 重鑑別の精度 を高め るためには、種子がかさな らないようには極 し、は極深及び覆土の厚

さが均一でかつ、浅 く行 う。 また、潅水 も底面給水か ミス ト潅水 とす る。

2 ) セ ル トレイからの首の抜取 りは根鉢を崩さないようにセル トレイの底部から押 しだして、て

いねいに定植する。

4 . 試 験成績の概要 ―

表 1育 苗培地空素出 ・セル トレイと子葉展F / 1 時・定植時の苗質、八重鑑別の難易性

育首堵地 セルトレイ   子 奨展開時 ( 8月1 0日)      定 植時 ( 8月1 7日)

車丈 子葉長 子葉  八 重  車 丈 葉数 葉 色
2 ) 葉
重
3 ) 抜
取

( c m )  ( c I I l ) 葉色  鑑 別
1 ) ( c m ) ( 枚

)      ( g )  り 性
4 )

1 2 1   樹 脂 2 0 0   2 . 8  1 . 5  3 7 . 6  0   5 . 0  2 . 2  3 2 . 9  0 , 3 1   ①

1 2 1   樹 脂 1 2 8   2 . 3  1 . 7  3 2 . 1  0   6 . 1  2 . 4  3 7 . 8  0 。 4 7  △ ～○

1 9 0   樹 脂 2 0 0   2 . 2  1 . 3  4 0 . 6  X   5 . 4  2 . 3  3 6 . 0  0 。 2 5  △ ～○
1 9 0   樹 脂 1 2 8   1 . 9  1 . 4  3 9 . 7  △   5 . 5  2 . 4  3 8 . 3  0 。 3 6   △

八重鑑別
1 ) :  ◎

;容易 ① ;やや容易 △ ;やや難  X ; 難

英色
2 ) :  s P A D - 5 0 2 示

度   葉 重
3 ) :  1 0 株

乾物重

抜取 り性
4 ) :  ○

;セル底部か ら曜 く押上げて抜 き取れる。△ ;セル底部か らやや強 く押

上げて抜 き取れ る。

表 2  は 極粒数 と発芽、苗の生育、八重鑑別率 ( 2回 路別 )

は樋粒数       セ ル内発芽割合 ( % )      車 丈 業 数  八 重鑑別率 ( % )

(粒 )  0本   1本   2本   3本   4本   5本   6本  (cm)(枚 )八 重 一 重 不リゴ

3       2     2    17    74     5               4.7   2.2    78   18   4

4               3    1 8    7 2     7        5 , 0   2 . 1    8 0   1 5   5

5                   2      5     2 0     6 5      8    5 . 0    2 . 2     8 3    1 5    2

表 3  八 重鑑別 回数 と八重率

八重鑑別 育苗培地 セルトレイ 八 重率 切 花長 切花重 基 径 花 穂長 開 花輪数

回数  窒 素量

(田)  (mg/【 ル)       (%)  (cm) (g) (mm)'(cn)   (花 )

3        121    村 野月旨200    94      91    150    10.2   16.2      9.2

3       190   相 対】旨200   92     94   154    9.9  22.4    10古 7

2    1 2 1  樹 脂128 1 =翠推: 9 4  1 5 9  1 0 . 3  2 3 . 6   1 0 , 3

2       190   器 対日旨128  1挙1裕=ギ1   95    167   10。 4  21,9    10t7

窒索且

(ng/‖ル)
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